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奥田喜久男の 心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

251人目

奥田　MacintoshやSmalltalkとの出会いが阿部さ

んに大きな衝撃を与えたということですが、それは

ご自身にどんな変化をもたらしたのでしょうか。

阿部　大学の卒業研究のテーマとしてSmalltalk

を取り上げ、アニメーションする動的なアイコンを

実際にSmalltalk/Vというパソコン用の環境でつ

くったり、3Dインタフェースの研究をしたりしまし

た。そして、就職ということになるのですが、この

時点でSmalltalkをやることが私の目的になってお

り、そうした意味では広島に就職先はありません

でした。大学時代に研究をしていたとはいえ、使

っていたパソコンの性能も低く、環境もサブセッ

トだったので本物とはいえません。だからこそ、

Smalltalkを使っている企業で本格的に携わりたい

と考えたのですが、実際にやっていたのは国内に

数社で、そのうちの一社、富士ゼロックス情報シ

ステムだけを受けたんです。

奥田　なぜ、その会社を選んだのですか。

阿部　国内でSmalltalkに関するトップの技術を

もつ人がいるに違いないと思ったからです。実際、

それは当たりでした。ただ、若かったこともあり、

絶対受かるとうぬぼれていたのですが、後で人事

の人に聞いたらボーダーラインだったと知らされま

した（笑）。

奥田　入社してからは？

阿部　社会人としていろいろ大変なことがありま

したが、とても面白かったですね。大学では学べ

ない最先端の研究開発をしており、たとえば、パ

ロアルト研究所のレポートが毎週回ってくるんで

すよ。仕事はCASEツール（コンピューター支援

ソフトウェア開発環境）の研究開発などでしたが、

バブル期だったせいか、短期的な利益を求められ

就職先選びの基準は
Smalltalkを続けられること

青山学院大学 大学院
社会情報学研究科 特任教授

Kazuhiro Abe
阿部和広

第3種郵便物認可2020.2 .10  MON　vol.1812Weekly BCN22 Interview

　私が携わっている「U‐16プロコン」には、
プログラミング界の大谷翔平を発掘したい
という想いがある。でも、阿部さんの考え
方はちょっと違う。曰く「みんなが甲子園
やメジャーリーグを目指さなくてもいいの
ではないか」と。プログラミングが得意な
子以外にも居場所はあるべきで、すべての
子にそれぞれフィットする居場所は必ずあ
ると。おそらく、多くの子供たちと触れあ
うなかで実感し、確信した想いなのだろう。
子どもたちに向ける阿部さんのまなざしは、
あくまでやさしい。 （本紙主幹・奥田喜久男）

子どもたちには教えないで
学ぶためのお手伝いだけをする
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「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいます

ものを売る人がいます

ものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っています

http ://www.bcn . co. jp/

使う人
売る人

つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です

ることはありませんでした。

奥田　とてもぜいたくな環境で研究することがで

きたのですね。

阿部　はい。非常に恵まれていたと思います。

奥田　アラン・ケイとの出会いについてお話しい

ただけますか。

阿部　アラン・ケイが2001年にC&C賞を受賞し、

記念講演のため来日した際、日本でSmalltalkをや

っている人に会いたいということで、このとき他の開

発者2人と会いに行ったのが初めての出会いです。

奥田　実際にお会いになってどうでしたか。

阿部　彼の講演を聴いたとき、また、バットで殴

られるような衝撃を感じました。

奥田　2回目の衝撃ですね。それはどうして？

阿部　彼は、講演で教育の話しかしなかったんで

す。自分がやってきた研究は、すべて子どもたち

のためのものであると。なぜなら、世界をよくする

には教育しかないからです。実はパロアルト研究

所での研究は、子どものためのコンピューターを

つくることから始まっているのです。私たちは「こ

れは便利だ」と言って、すぐに彼らの技術に飛び

つきますが、それは子どもたちのための技術のおこ

ぼれにすぎないことを知らされたわけです。

奥田　商品化することなど考えないと……。

阿部　そうですね。それで、2000年からIPA（情

報処理推進機構）の未踏ソフトウェア創造事業が

始まるのですが、京都大学の上林弥彦先生がその

プロジェクトマネジャーとしてアラン・ケイを招聘

するのです。私はこのとき、ここで手を挙げない選

択肢はないと思い、彼の下で、02年、03年の2期、

そのプロジェクトに参加しました。

奥田　ところで阿部さんは、子どもたちや学校の

先生向けの講習を数多くされていますが、具体的

に何を教えているのですか。

阿部　実は、何も教えてはいないんです。

奥田　……？

阿部　教えないで、学ぶお手伝いをするというこ

とです。環境づくりはしてあげるが、実際に学ぶ

のは子ども自身というスタンスですね。

　学外でやるワークショップでは、どんなものにで

もなる素材、たとえば、レゴ、スクラッチ（ビジュ

アルプログラミング環境）、電子部品、木切れ、紙

きれなどを用意しますが、何をつくりなさいといっ

た目標設定はしません。道具の使い方は教えます

が、その後はすべて自由にやってもらいます。私は

子どもたちの間を回って、「これいいね」とか「ここ
※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。

https://www.bcnretail.com/hitoarite/

をこうしたらもっと面白くなるよ」とか声掛けをす

るくらいです。

　一般に、子どもたちがもっている能力を大人は

低く見積もりすぎです。大人がお膳立てしてあげ

なければできないというのは間違いで、自分が面

白ければ言われなくてもやるものです。

奥田　しかし、一般的な学校教育の中でそれを実

現するのは難しいのではないでしょうか。

阿部　学校教育制度は産業革命とともにできたも

ので、いわば均質な能力をもつ労働者を育成する

意図が込められていたわけです。だから先生方は、

このワークショップのように答えが一つに定まらな

いものは、学びではなく遊びではないかと感じてし

まいます。

　でも、2020年から小学校でのプログラミング教

育が始まり、新学習指導要領には「主体的・対話

的で深い学び」を根底に置くとあります。「主体的」

とは、教室での主役は先生ではなく子どもである

ということ。「対話的」とは、子どもと先生、子ども

同士、子どもとコンピューターがそれぞれ一方的

に話すのではなく互いに対話を行うということ。「深

い学び」が達成された状態とは、教科書に載って

いる答えを暗記したり一つの定まった答えにたどり

着く道筋が言えることではなく、答えが何かわから

ない状態で最適なソリューションを提示できたり、

問題自体が明確でないものに対して問いを発する

ことができることです。形だけでなく、本当にこの

三つが達成できれば、世の中は変わると思います。

奥田　阿部さんのように明確な定義づけをしてい

る先生は少ないと思いますが、それをもっと広めた

ほうがいいのではありませんか。

阿部　もちろん、全国各地を回ってお伝えしてい

るのですが、その一方で先生方の業務があまりに

多く余裕がないことも目の当たりにしています。本

当は破壊的なイノベーションを起こすべきだと思

いますが、日々、子どもたちと接している先生方の

意識を変えることなしにはそれを成し遂げられない

というのも事実ですね。

奥田　阿部さんはプログラミングの先生ではある

けれど、指導方法についての教育者でもあるわけ

ですね。

阿部　それが前提としてなければ、プログラミン

グ教育には進めないでしょうね。

奥田　なるほど、確かにそうですね。次代を担う

子どもたちのためにも、これからもますますのご活

躍を期待しています。

構成／小林茂樹
text by Shigeki Kobayashi

撮影／松嶋優子
photo by Yuko Matsushima

2019.12.25／青山学院大学相模原キャンパスにて

　1965年、岡山県倉敷市生まれ。88年、広島工業大学工学部経営工学科卒業後、富士ゼロックス情報システ
ムに入社。在学中の87年より一貫してオブジェクト指向言語Smalltalkの研究開発に従事。パソコンの父として知られ
Smalltalkの開発者であるアラン・ケイ博士の指導を2001年から受ける。Squeak EtoysとScratchの日本語版を担当。子
どもと教員向け講習会を多数開催。OLPC（$100 laptop）計画にも参加。多摩美術大学研究員、東京学芸大学、武蔵大学、
津田塾大学非常勤講師、サイバー大学客員教授を経て、現在、青山学院大学大学院社会情報学研究科特任教授、放送大
学客員教授。03年度IPA認定スーパークリエータ。元文部科学省プログラミング学習に関する調査研究委員。

子どもたちの能力を
低く見積もってはいけない
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　JR東日本横浜線・淵野辺駅下車。青山学院大学相模原
キャンパスまでの道のりは、初めてのためか遠く感じた。
日頃はBCN編集部のある内神田辺りをウロウロしている身
には、この地も遠く感じられた。でもワクワク気分だ。訪
ねたのは昨年の12月25日。その10日後には箱根駅伝で青
学が優勝した。キャンパスの入口には守衛室があった。訪
問の要件を告げて「ここは駅伝チームがいる所ですか」と
聞いた。
　阿部和広先生の待つ研究室棟まで整然とした風景の中
を歩く。雰囲気のあるチャペルを見て、ミッションスクー
ルであることを思い出す。研究室に入る。部屋の中はこ
れから書籍や資料が積み重なっていくのだろう。今はまだ
余裕がある。窓からは相模原の光景が広がる。都心青山
のイメージが濃い青山学院大学も、この地では個性が薄
い。ところが、箱根駅伝を制しての喜びの優勝パレードは、
ご当地だ。淵野辺の青学は駅伝のメッカである。校風と
伝統はこうしたドラマの積み重ねから醸成されるのだ。
　アラン・ケイを知らない人はいないだろう。キーワード

はパロアルト研究所、
「ダイナブック構想」。
スティーブ・ジョブズ
のルーツであり、上
位概念を世に生み出
したパソコンの父で
ある。パソコンの黎
明期を専門紙の取材
者として過ごした私
は、アラン・ケイの隠
れファンなのである。
阿部先生は彼と同僚
というか、一緒に働く
中で影響を受けておられる研究者だ。「教えるとは教えな
いこと」という言葉の中にアラン・ケイの香りがする。帰
り際に、しかめっ面をしていない守衛さんに「駅伝選手は
ここですか」と尋ねた。「はい、この守衛室の脇の細い道を
走ってますよ」。記念にツーショット写真を撮った。

子どもたちには教えないで
学ぶためのお手伝いだけをする


